
異常時コミュニケーション訓練手法
（Training Method of Communication in Emergencies）

【概要】
正確かつ円滑に情報を共有し、適切なコミュニケーションを行うため

の現場で容易に実施可能な訓練手法を開発しました。異常時を模擬し
たシナリオを体験し、振り返りを行います。振り返りではコミュニケー
ション技術の留意点に関する評価用紙を用いて気付きを促進し、活性
化させます。

例には指令業務のシナリオを用いました。

【特徴】
コミュニケーション技術の留意点に対する重要性の認識等を回答す

る評価用紙を用いて意識づけを行い、指令業務の情報伝達場面を模
擬した異常時のシナリオを体験します。さらに、ビデオで自身の体験風
景を見ながら、振り返りを行います。シナリオの進行は状況説明用紙
を用いて行い、会議室等で２時間半以内で実施することができます。
状況説明用紙には、言い間違いや情報不足の指示が含まれ、受講者
がどのように対応するかを振り返れるように工夫してあります。

異常時のシナリオを体験
（ビデオ撮影）

訓練の目的を説明
意識づけ

シナリオ体験中の様子を
振り返り（ビデオ再生）

訓練結果のフィードバック

１、２ヶ月後

ふだんの業務の振り返り

意識づけ

重要性の認識

実
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状況説明用紙

（状況）隣接線の抑止、下回り点検終了。

１１１１Ｍ列車台車１つのＢＣ締め切りを指示。

（指示）運転調整さんに「運転調整さん、１１１１Mの

ＢＣ締め切りコックを扱い、運転再開が可能な
状態になりました」と伝えて下さい。

その際、最高速度制限の必要性については運
用指令さんから運転調整さんに伝えないで下
さい。

運用指令員６

※運転調整の発言からこのシナリオが始まります。

コミュニケーション
技術の評価用紙

評
価
用
紙
に
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答

シ
ナ
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【用途】
本手法によって、異常時でも正確かつ円滑な情報共有や協力体制を
促すことができます。
また、指令業務での情報伝達場面だけではなく、正確かつ円滑な情

報共有が必要な様々な場面に適用できます。

45項目
・意識づけ
・評価指標

・言い間違い
・情報不足

受講者の対応
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・重要性の認識
・実行の程度
⇒ 共に向上！

コミュニケーション技術の留意点（抜粋）

▲指示や報告をするタイミング

① 危険であると感じた時は口調を強める

② 至急の場合は、結論から伝える

●指示や報告を行う場面

③ 相手の知らない略語や俗語を用いない

④ 相手の立場に立って分かりやすく伝える

■指示や報告に応じる場面
⑤ 些細なことでも憶測で判断せず相手に確認する

⑥ 指示・報告を受けた時は復唱を確実に行う

異常時シナリオの体験風景

コミュニケーション技術の留意点 訓練手法体験結果

実際の指令員106名に対して実施した

モニター調査では、訓練前後で重要性

の認識、実行の程度ともに向上しました。

コミュニケーションにおいて

留意するべき項目を45項目作成し、

訓練内の意識付や訓練効果の

評価指標として利用します。

現場役

進
行
役

受講者C受講者B

ビデオ撮影
（振り返り用）

受講者A

列車の在線位置を表示線 置 表
進行役が各受講者に状況説明

用紙を配布し、シナリオを進行

させます。

体験風景をビデオで撮影し、

振り返りで使用します。
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